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 図4.7HQ一(C馬OH)2の赤外スペクトル
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 図5.7HQ一(C㎏OH)23の分散蛍光スペクトル
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 論文審査の結果の要旨
 松本剛昭提出の論文は,2-Naphthol(2NpOH)及び7-Hydroxyquinoline(7臼Q)に代表される芳香族化合物の
 励起状態におけるプロトン移動についての理解を深める目的で,それらのミクロ溶媒和モデルとなる
 種々んも水素結合クラスターを生成して,赤外・紫外2重共鳴レーザー分光法を用いてそれらの振動分
 光計測を行い,量子化学理論計算解析を併用して分子間結合構造を解明し,ミクロ溶媒和構造とプロト
 ン移動の相関を考察した結果を主な内容としたものである。
 第1章は序論,第2章は実験手段として用いた各種レーザー分光法の詳細を述べている。
 第3章では,2NpOHの水和クラスター,2NpOH一(H20).,n=0-5,の構造解析結果を示している。OH
 伸縮振動領域の観測とabinhjo計算による解析から,n=2,3は環状構造,n=5は3次元立体構造の一つ
 であるice(1)型構造を持つことなどを明らかにした。
 第4章では7HQの水和構造を前章と同様な方法で解析した結果を示している。7HQ一(H,0)、に2つの異
 性体の存在を発見し,それが,7HQのOH基がプロトン供与する「OH-0構造」と7HQのN位がプロ
 トン受容する「OH-N構造」であること,及び7HQ一(H20)2,3はいずれも水クラスターが7HQのN位と
 OH基の間に結合した「bridge構造」であることを示した。
 第5章では7HQのメタノールクラスター構造を前章と同様な方法で解析した結果を示すとともに,電
 子励起状態プロトン移動の証拠である可視発光がクラスターサイズ依存性を持つことを見出した結果を
 示している。水和構造と同様に7HQ一(H20)2,3はいずれも「bridge構造」であること,プロトン移動はn=
 3以上で発生することを明らかにして,その移動機構として「プロトンリレー」による協奏過程の可能性
 を示した。
 第6章では,電子励起状態におけるクラスター赤外分光法として新規開発したIRPDS法について,そ
 の特徴と2NpOH水和クラスターへの適用例を示した。
 第7章では,水素結合クラスターのOH伸縮赤外遷移のスペクトル幅の原因を分析した結果をについ
 て述べている。
 以上のように,松本剛昭提出の論文は,電子励起状態におけるプロトン移動過程の分子レベルにおけ
 るメカニズムの理解を深めることに寄与しており,同人が自立して研究活動を行うこちに必要な高度の
 研究能力と学識を有することを示している。従って,松本剛昭提出の博士論文は博士(理学)の学位論
 文として合格と認める。
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